


ヴエルサイユ宮殿の本物ならではの荘厳さ、ソフィア・コッボラにしか描けない、モダンでヴィヴィッドな宮廷世界

「ロスト・イン・トランスレーションj で、アカテtミー賞脚本賞を受賞したソフィ|マリーの足跡で、はなく、誰も知らない、誰も知ろうとlましなカBったマリーの“心"

ア・コッポラの最新作は、マリー・アントワネット生誕250周年の年に、フラ!の軌跡を描き出した。

ンス政府の全面的な協力の下、ヴ‘ェルサイユ宮殿で、大規模な撮影を行

い、全世界の注目を集めた話題作。 I と‘んなに着飾っても、飾れなかった心。この上なく優雅に見える暮らしの中

ヒロインは、わずカ)14歳で単身オーストリアからフランス王家ヘ嫁ぎ、 18歳|で、王妃として、妻として、母として、そして、ひとりの女性として、彼女は何を

で即位した王妃マリー・アントワネット…歴史の大舞台にあがるには、あまり|感じ、何を思ったのか一一?

にも幼かった少女。ソフィアはそんな彼女に興昧を持ち、誰もが知っている

究極のセレブリティ、マリー・アントワネット

18歳でフランス王妃という最高の栄誉と賛を手にしたマリー。しかし、実際は24

時間とりまきに固まれて生活する、不自由な毎日た、った。プライパシーは一切なく、

圏内だけでなく、全世界の注目を浴び、世継ぎ問題、スウェーデン伯爵フヱルゼン

との忍ぶ恋など、言動すべてがゴシップのネタにされていた。

当時の・新モードを牽引したファッション・リーダーを体現する衣績の数々

第2の主役とも言えるリュクスな衣装は、「炎のランナーJrJ くリー・リンドンJでアカデ

ミー賞を2度受賞したミレーナ・力ノネ口が担当。この映画のために作った数百着の

衣装が、宮廷の貴族たちを艶やかに彩る。また、現代最高のトレンド・セッ

タ一、マノ口・ブラニクが手がけた靴も宝石のような輝きを見せている。

テーマーカラーは、“キャンディ&ケーキ"

本編に散りばめられたスウィーツの数々は、 1862年創業のフランスの老舗

ラデュレのもの。随所に配されたローズやビスタチオ色のマ力口ンが魔法の

ような世界を創り出している。
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